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シリーズ「行動計量の科学」の出版に向けて 

                                            聖路加看護大学  柳井晴夫 
日本行動計量学会は1973年9月に発足以来、会報の
発行、毎年 1 回の大会、雑誌「行動計量学」
「Behaviormetrika」の刊行、行動計量シンポジウム
の開催等さまざまな活動を行ってきた。 
行動計量学会が発足して35年が経過した今日、行動
計量学会は実証的面・理論面ともに大きな進歩を遂げ

ている。現理事会の委嘱をうけ学会史編集委員会が設

立され、委員長に就任した私の役目は、行動計量学会

の歴史を何らかの形で出版物として残すべきことであ

ると考えた。ところで、1993年から 1996年にわたり
刊行された「行動計量学シリーズ」13巻の内容は「行
動計量学序説」「態度の多変量解析］「健康の計量学」「医

療と社会の計量学」「リーダーシップの行動科学」「真

贋の科学」「現代テスト理論」「多変量データ解析法」「制

約付主成分分析法」「言語の科学（日本語の起源をたず

ねる）」「意思決定の認知統計学」「パターン認識」「寿

命の数理」といったように、方法論および多岐にわた

る領域への実証的研究例に関したもので、行動計量学

会の存在を社会に広め、新しい会員の獲得に寄与した。

これらの出版物を念頭に、上記の「行動計量学シリー

ズ」の出版を引き受けていただいた朝倉書店に「（新）

行動計量学シリーズ」刊行を打診したところ、前向き

な返答が返ってきた。ただし、「行動計量学会の歴史」

に関する出版は適切な出版企画になりえない。むしろ、

行動計量学および学会発展を跡付け、主要な「研究課

題」や「手法」の紹介と解説を通じ、全体として「行

動計量学的アプローチとは何か」を紹介する入門書で

あれば出版を検討してもよいという回答を得た。「行動

計量学的アプローチとは何か」について解説すること

は、1冊の本の出版で済ませることは到底不可能であり、
少なくとも10冊程度の発行は不可欠である。行動計量
学の学問的成果の社会への還元という観点からみた場

合、今日においてもその成果は必ずしも十分とは言い

がたい。世の中には不確かな調査が蔓延り、そういっ

た調査結果にもとづく不確かな情報がマスコミを通し

て報告されることも少なくない。行動計量学に統計理

論は不可欠であるが、問題構造の把握や適切な調査法

の選択など、自然、人文、社会の諸分野に特有の事情

にも配慮した出版企画の検討が急務である。そこで、

昨年12月に、新行動計量学シリーズ刊行委員会を結成
し、委員として、岡太彬訓理事、繁桝算男理事、吉野

諒三理事、森本栄一会員の 4 氏に委員会委員への就任
を依頼した。この委員会で執筆テーマ、執筆依頼者を

検討し、第一次企画案を朝倉書店に提出し、最終的に

本年1月の編集委員会で企画案が一部修正後承認され、
その結果を理事会に報告し承認された。ただし、シリ

ーズのタイトルは、書店側から「行動計量の科学(全10
巻)」に変更するという条件が付けられた。このような
経過によって、刊行の運びとなった本シリーズの特徴

として、企画書には以下のような内容が盛り込まれた。 
(１)学生・研究者・実務家など幅広い読者層を想定し、
消費者行動、意思決定、国際比較調査など、実用的な

統計の利用を行う読者を想定して執筆する。 
(２)実証分析を扱う巻では、読者自身が調査・分析を
行う際に十分参考になるよう、問題構造の提示・調査

方法の選択プロセス、およびデータ解析および結果の

分析までを一貫して丁寧に解説する。 
(３)理論を扱う巻では、できるだけ式の展開を省かず順
序立てて平易に解説し、実証分析への応用にも触れる。 
(４)最近のグラフィック手法の発展に鑑み、できる限り
図表を用いて、内容の視覚的理解が得られやすいよう

に配慮する。 
なお、現在のところ、承認された10冊の著の標題(仮
題)は以下のとおりで、いずれも「行動計量学シリーズ」
のトピックスとの重複はさけ、最近10年間の行動計量
学の発展を考慮して、以下のように決めた。 
①行動計量学への招待、②マーケティングのデータ分

析、③医療サービスの計量分析、④学習評価の新潮流、

⑤国際比較データの解析、⑥意思決定の処方、⑦因子

分析、⑧項目反応理論、⑨非計量多変量データ分析、

⑩統一的カテゴリカルデータ解析。 

これらの10巻の刊行時期は、2009年10月から2010

年 3 月を予定している。ご多忙のところ、執筆を快諾

された会員諸氏には、この場を借りて謝意を表したい。

早急に原稿の執筆に取りくまれ、可能であれば本年中

に第1稿を完成して頂くことをお願いしておく。 

(やないはるお、聖路加看護大学、 

日本行動計量学会理事) 
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日本行動計量学会第３６回大会（成蹊大学） 

大会実行委員長 岩崎 学(成蹊大学理工学部) 
 日本行動計量学会第36回大会は下記の要領で開催さ
れます。 

期日:2008年9月2日(火)～5日(金) 

(9月2日はチュートリアルセミナー) 

会場:成蹊大学(〒180-8633 東京都武蔵野市吉祥寺町 

3－3－1) 

交 通：JR中央線・京王井の頭線 吉祥寺駅下車 

バス10分 

大会ホームページ：www.seikeistat.jp/bsj2008/ 

 

１．事前参加登録と参加費 

 事前参加登録は、大会ホームページからお願いしま

す。E-mail でも受け付けますが、なるべくホームペー

ジから登録してください。メールの場合、「氏名（ふ

りがな）」、「所属」、「メールアドレス」、「事前

参加費の合計」をお書き下さい。参加登録は大会参加

の必須条件ではありませんが、参加費の事前払い込み

をされる場合は必ずご登録下さい。登録期間は2008年

6月2日(月)から8月15日(金)までです。参加費は本

稿の最後にあります。 

 

２．一般研究発表の申し込み 

・発表形式はすべて口頭発表（質疑応答を含め１演題

20分の予定）。 

・研究発表者及び連名発表者のうち少なくとも 1 人は

日本行動計量学会の会員であることが必要。 

・申込方法： 

大会ホームページ（推奨www.seikeistat.jp/bsj2008/） 

E-mail (office_bsj2008@seikeistat.jp) 

もしくははがき（避けて欲しい）で、以下の各項目を

記してお申し込みください。 

(1) 申込者の氏名(ふりがな),(2) 申込者の所属，(3) 

申込者のメールアドレス，(4) 発表題目，(5) (申込者

を含む)発表者および連名発表者すべての氏名(ふりが

な)および所属(プログラム記載順) (6) 発表内容のキ

ーワード数個，(7) 備考(何か連絡ごとがありました

ら) 

・申込者の方に申込受理の連絡を適宜メール等で差し

上げます。申込後１週間以上経っても連絡がない場合

には実行委員会にご照会ください。 

・申込締切り：2008年6月13日（金）実行委員会必着 

・当日の発表用機器として液晶プロジェクタが使用で

きます。Windows PCを会場に用意します。 

 

３．抄録集原稿の作成 

 研究発表を申し込まれた方は以下の要領で抄録原稿

を作成して実行委員会までお送りください。 

・原稿作成要領：大会ホームページをご参照ください。 

・原稿分量：必ずA4用紙 2ページ でお願いします。 

・送付方法（以下のいずれか） 

 (1) E-mail への添付ファイル (原則 PDF とし、MS 

Word でも可）として実行委員会まで送信。ファイル名

に氏名と所属を書いてください。 

 (2) 印刷したものを実行委員会まで郵送。 

・送付締切：2008年7月11日（金） 実行委員会必着 

 

４．チュートリアルセミナー 

・開催期日と会場 

期日：2008年9月2日(火) 第１テーマ：9:30 ‐ 12:30， 

第２テーマ：13:30 ‐ 17:30 

会場：成蹊大学，受付：大学8号館1階 

・プログラム 

・第１テーマ：データ解析の鉄人に学ぶ！探索的デー

タ解析～グラフィカルモデリングを中心に～ 

時間：9月2日9:30 ‐ 12:30 

会場：成蹊大学14号館2階202室 

講師：リコー品質本部 QM推進室 室長 廣野元久氏 

形式：各自Windows PCを持参し、ソフトウェアを用い

た実習を交える。 

概要：探索的データ解析についての講義を行った後、

Windows向けに開発されたソフトウェアG-GM＆L-GMを

配布し、具体的なデータを使用した実習を行う。G-GM

では量的変数、L-GM では質的変数を扱うことが出来、

データのモニタリングから回帰分析、主成分分析、多

重対応分析、量的／質的グラフィカルモデリングまで、

幅広く実施可能である。 

・第２テーマ：リコメンデーションの理論と実際 

時間：9月2日13:30 ‐ 17:30 

会場：成蹊大学8号館1階101室 

講師：㈱Albert代表取締役会長 山川義介 氏 

㈱KDDI研究所 小野智弘 氏 

形式：教室における講義 

概要：Web ビジネスの推進において、最適な広告や商

品・サービスを一人ひとり、さらにはそれを TPO に合

わせて配信・推薦する「リコメンデーション」がキー

テクノロジーとなってきている。本チュートリアルで

は、代表的リコメンデーションエンジンのアルゴリズ

ムを体系的に解説しつつ、株式会社Albertおよび株式

会社KDDI研究所で取り組んできた実務事例についても

同時に紹介する。 

・参加登録 

 チュートリアルセミナーへの参加登録は、大会ホー

ムページからお願いします。E-mail でも受け付けます

が、なるべくホームページから登録してください。メ

ールの場合には、「氏名（ふりがな）」、「所属（も

しくは連絡先）」、「メールアドレス」、「事前参加

費の合計」をお書き下さい。参加登録はチュートリア

ルセミナー参加の必須条件ではありませんが、参加費
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の事前払い込みをされる場合は必ずご登録下さい。登

録受付期間は2008年6月2日(月)から8月15日(金)

までです(参加費の事前払い込み期間と同じ)。参加費

は本稿の最後にあります。 

 事前参加登録を頂いた方々にはチュートリアルセミ

ナー実施に関する最新情報をお送りしますので、なる

べく事前参加登録をお願いします。 

 

５．35周年記念特別シンポジウム 

テーマ：社会調査の現状と課題(協賛(予定)：社会調査

士資格認定機構，世論調査協会) 

形式：社会調査に長く携わってきた専門家による基調

講演のあと、コメンテーターによるコメント、パネル

ディスカッションを行なう。 

概要：近年、社会調査環境の悪化の状況がますます進

む一方、社会調査によるデータが求められるようにな

っている。調査結果を得るため、従来の標本調査理論

に基づく調査に代わる調査法があまり論議のないまま

実施されているのが現状である。しかしその中で調査

法の詳細と蓄積されたデータの比較による研究も行わ

れている。シンポジウムでは、行動計量学の基本であ

るデータの質の問題として、そうした調査の実態と研

究の現状を紹介し、今後の課題を論議したい。 

 

６．特別セッション 

 「統計解析に数式はいるか？」、「非対称データの解

析」、「CS マーケティング」、「教育・医療現場でのコン

ピュータ適応型テストの実用化」、「脳に於けるデータ

処理の変化を測る －事象関連電位を手掛かりとして

－」、「環太平洋(アジア・太平洋価値観国際)比較調査」、

「複雑系データの分析」，「市民社会の調査と分析」，「行

動計量学的アプローチによる栄養教育の評価の試み」、

「統計教育の新しい流れ」、「好みの計量」、「社会調査

士資格の意義」など、多彩なセッションを予定。 

 

７．大会参加費およびチュートリアルセミナー参加費 

 大会参加費およびチュートリアル参加費の一覧は以

下です。なお、非会員でも、当日学会に入会の意志を

示された場合はすべて会員扱いとなります。事前払い

込みをされる場合は必ず事前参加登録をしてください。 

大会参加費 (*) 正会員 学生 (**) 賛助会員 非会員 期日
事前払込 5,000円 3,000円 5,000円 7,000円 6/2～8/15
当日支払 6,000円 4,000円 6,000円 10,000円 学会当日  

(*) 大会参加費には論文抄録集1冊が含まれています。 

※ 抄録集のみ：1部3,000円にて販売します。 

懇親会費 正会員 学生 (**) 賛助会員 非会員 期日
事前払込 4,000円 2,000円 4,000円 4,000円 6/2～8/15
当日支払 5,000円 3,000円 5,000円 5,000円 学会当日  

(**) 学生には、会員、非会員の区別はありません（以

下同様）。 

チュートリアル（事前） 正会員 学生 (**) 賛助会員 非会員 期日
第１テーマのみ 3,000円 1,500円 3,000円 6,000円
第２テーマのみ 4,000円 2,000円 4,000円 8,000円
第１＆第２テーマ 6,000円 3,000円 6,000円 12,000円
第１＆第２＆学会 3,000円 1,500円 3,000円 6,000円

6/2～8/15

 

チュートリアル（当日） 正会員 学生 (**) 賛助会員 非会員 期日
第１テーマのみ 4,000円 2,000円 4,000円 8,000円
第２テーマのみ 5,000円 2,500円 5,000円 10,000円
第１＆第２テーマ 7,000円 3,500円 7,000円 14,000円
第１＆第２＆学会 4,000円 2,500円 4,000円 8,000円

当日

 

（第１＆第２＆学会）は第 1 テーマおよび第２テーマ

に参加し、かつ9月 3 日からの大会にも参加した場合

のチュートリアル参加費です。 

☆ 払い込み先：三菱東京UFJ銀行 吉祥寺(キチジョウ

ジ)支店(支店番号220) 普通 2642499 

日本行動計量学会 第36回大会実行委員長 岩崎 学 

ニホンコウドウケイリョウガッカイ ダイサンジュウ

ロクカイタイカイ イワサキ マナブ 

 

８．大会に関する連絡先等 

〒180-8633 東京都武蔵野市吉祥寺北町3－3－1  

   成蹊大学理工学部 岩崎研究室内 

    日本行動計量学会第36回大会実行委員会 

大会ホームページ： 

   http://www.seikeistat.jp/bsj2008/ 

実行委員会メールアドレス： 

   office_bsj2008@seikeistat.jp 

 

９．備考 

・大学8号館1階では無線LANが使えます。PCと携帯

電話をご持参下さい。 

・懇親会では成蹊大学チアリーディング部による学会

創立35周年へのエールの演技を予定しています。 

 

10．重要日程 

・ 事前参加登録： 

   2008年6月2日（月）～8月15日（金） 

・ 参加費事前払い込み： 

   2008年6月2日（月）～8月15日（金） 

・ 一般研究発表申込締切： 

   2008年6月13日（金） 

・ 抄録集原稿送付期限： 

   2008年7月11日（金） 
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2007年度 第5回理事会議事録 
日時：2008年2月4日18:00～19:30 

統計数理研究所特別会議室 

出席 飽戸理事長，朝野，今泉，岩崎，岩坪、植野，

大津，岡太，菊地，木村，鈴木，千野，南風原，馬場，

林文，丸山，森，柳井，山岡，吉野 

議事 

１．第4回理事会議事録確認 

 第4回理事会議事録が確認された。 

 

２．35周年記念事業担当理事について 

 飽戸理事長より、次年度は学会の35周年にあたるた

め、35 周年記念事業担当理事を決めて、次回大会で記

念事業を行っていきたいとの提案があった。 

 

３．次期第36回大会開催について 

 岩崎理事より、2008年 9月2日～5日に成蹊大学で

開催予定の第36回大会の概要案が報告された。 

 チュートリアルは窓口を決めて運営委員会と実行委

員会と相談して進めていくことになり、参加費につい

て討議され、非会員をもう少し高く、準会員を安くす

る方向で検討することになった。大会予稿集のサイズ

について統一した方がよいという提案が出され、今後

はB5で統一することが了解された。 

 

４．各種委員会報告 

１）和文誌編集委員会報告 

 今泉和文誌編集委員長より、35巻２号を3月中旬発

行予定で現在準備を進めており、特集論文 4 本、資料

論文１本、書評 1 本、研究会報告を掲載予定であるこ

とが報告された。さらに36巻１号では特集論文３本の

ほか、現在４本の投稿論文があるとの報告があった。 

２）欧文誌編集委員会報告 

 大津欧文誌編集委員長から34巻２号が発行されたこ

と、35 巻１号を３月には発行しなければならないが、

査読が遅れており、直ぐに対処しなければならない状

況であるとの報告があった。なお、35 巻２号に関して

は順調に進められているとのことであった。 

３）運営委員会報告 

 菊地運営委員長から各研究会の募集を行い複数の応

募があったこと、シンポジウムを岡山地域部会から１

件、繁桝理事の１件を行う予定であること、チュート

リアルセミナーを現在検討中であることが報告された。 

 春の合宿セミナーについては、今泉実行委員長より3

月29日、30日に多摩大学にて、「調査データの分析～

大量データ分析時代にむけて」というテーマで開催す

ることが報告された。 

４）広報委員会 

 森委員長より、新しい入会案内、入会申込書を１月

７日に WEB に掲載し、ダウンロードできるようにした

との報告があった。 

５）学会史編纂委員会 

 柳井学会史編纂委員長から、シリーズ(行動計量の科

学)を全 10 巻で朝倉書店から発行する企画がまとまっ

たとの報告があった。シリーズとは別に学会としてで

きれば35周年記念に間に合えば、行動計量学会史をま

とめて資料編を出したい意向が示された。 

 

５．事務局から 

１）入退会の審議 

 事務局より3名の正会員の入会と5名の退会者が提

示され、承認された。 

 吉野事務局長より、事務局では 5 年以上の会費滞納

者約104 名に督促状を送付し、全納もしくは2年分の

支払いの督促を行ったこと、3月31日までに適切な反

応がなければ退会扱いにする方針であるとの報告があ

った。会員数に関して、上述の退会措置をとった場合

に正会員が900 名程度、準会員が100 名程度となり、

会員数が1000名を切る可能性が高いので、理事は会員

数増加にむけて取り組んでほしいとの依頼があった。 

２）学会賞担当理事について 

 学会賞の選考のために、「学会賞担当理事」を次回理

事会までに決定し、選考委員長を次回理事会で決めて

いくようにしたいとの方針が打ち出され、承認された。 

３）サイコメトリックソサイエテイとの相互協力につ

いて 

 岡太理事より、参加費用の割引、ヨーロッパ学会と

の協力などの協賛内容についての議題を提案し、6月の

対面理事会で検討するとの報告があった。 

 

６．その他 

１）社会調査士認定機構の法人化について 

 飽戸理事長より、法人化に関する要望について、認

定機構の理事会でどのように図っていくかなどについ

て相談し、その内容を 4 月の理事会で報告する予定で

ある旨が述べられた。 

２）統計関連学会連合（馬場理事・岡太理事） 

 馬場理事より、人事として運営委員会委員として星

野崇弘会員に、「学術会議からの依頼の統計教育調査に

関する調査をする委員会」（仮称）の委員に林文理事に

依頼したことが報告された。なお、2008年大会が9月

7-10 日に慶應義塾大学矢上キャンパスで開催されるこ

とになった。 

３）横幹連合について 

 今泉理事より、資料５に基づき、横幹連合から役員

候補推薦の依頼があったが今回は推薦しないこととし

たいとの提案があり、承認された。 

４）次回理事会について 

 次回は4月14日（月）に統計数理研究所で開催する

ことになった。 
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運営委員会より 

2008年度研究部会応募結果 
かねてより募集しておりました2008年度研究部会と

して、以下の4つの研究部会（新規2件、継続2件）

が採択されました。 

◎新規 

＜小グループ研究会＞ 

○社会調査研究部会 

代表者:氏家豊（電気通信大学電気通信学部） 

連絡先:（社）新情報センター企画部 有坂路子 

 〒150-0013 東京都渋谷区恵比寿1-13-6 

 TEL:03-3473-5231 

 E-mail: marisaka@sjc.or.jp 

○複雑系データ解析研究会 

代表者:水嶌友昭(㈱インターネット総合研究所) 

連絡先:水嶌友昭 

 〒163-0511 東京都新宿区西新宿 1-26-2 新宿野村ビ

ル11F （株）インターネット総合研究所ディペンダブ

ルネットワーク研究所 

TEL: 03-5908-0730  FAX: 03-5908-0725 

◎継続 

＜小グループ研究会＞ 

○栄養アセスメントプロセス研究会 

代表者：安達美佐（国立保健医療科学院研究課程） 

連絡先：安達美佐 

 E-mail: nutrisupport@nifty.com 

＜地域部会＞ 

○行動計量学会岡山地域部会 

代表：飯塚誠也（岡山大学） 

連絡先：飯塚誠也 

 〒700-8530 岡山市津島中3-1-1 

 岡山大学大学院環境学研究科 

TEL: 086-251-8831 

E-mail: iizuka@ems.okayama-u.ac.jp 

 

認知的統計的意思決定研究会2007年度活動報告 
早稲田大学・竹村和久 

2007年度における日本行動計量学会認知的統計的意

思決定研究会の活動報告をいたします。本年度は、以

下の５回の研究集会を開催いたしました。また研究集

会に関する、コピー費用、通信費、外部の講師謝礼に、

活動費用を充当いたしました。ご援助いただきまして、

誠にありがとうございました。 

１．第１回研究集会 

講演題目：「日本社会の統合原理と意思決定」 

講演者：市川惇信（東京工業大学） 

日時：5月26日（土）15：00－17:00 この後希望

者で会食 

場所：東京大学教養学部2号館3階308号室（大会

議室） 

２．第2回研究集会 

日本行動計量学会特別セッション（オーガナイザー・

司会：繁桝算男（東京大学）） 

日時：2007年9月4日（火）14:45－16:45  

場所：同志社大学京田辺校舎 夢告館202号室 

発表題目及び発表者 

1. 意思決定研究における方法論―多属性意思決定

分析を中心にして― 

竹村和久（早稲田大学） 

2. 環境問題と意思決定 

太田裕之（東京工業大学） 竹村和久（早稲田大学） 

藤井聡（東京工業大学） 

3. 進化神経経済学と意思決定 

高橋大樹（東京大学） 

4. 賭けの選択における後悔の影響 

佐溝貴史・繁桝算男（東京大学） 

３．第3回研究集会 

題目：Choice Blindness as a new tool to study 

self-knowledge in decision making 

講演者：Petter Johansson（東京大学） 

日時：2007年10月20日(土） 15：00－17：30 

場所：東京大学駒場キャンパス2号館3階308号室 

４．第4回研究集会 

題目：Myopic Regret Avoidance 

講演者：Jochen Reb(Singapore Management 

University) 

日時：2007年10月19日(金)17:00-19:00 

場所：東京工業大学西９号館７階７０６会議室 

５．第5回研究集会 

日時：2007年10月30日(火)16:00-18:00 

場所：慶應義塾大学三田キャンパス研究室棟１FB会議

室発表題目および話題提供者 

発表題目および講演者： 

１．反応潜時で強化効果を測る 坂上貴之（慶応義塾

大学） 

２．眼球運動測定装置を用いたＰＤゲーム下での意思

決定過程分析 藤井聡（東京工業大学） 

３．眼球運動測定と多属性意思決定過程分析 竹村和

久（早稲田大学） 
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サーベイメメソドロジー研究会：07年度活動報告 
                              松本 正生 

われわれサーベイ･メソドロジー研究会の今年度(07 年

度)の活動は、『行動計量学』の特集論文集執筆が中心

であった。特集論文の構成は以下の通りである。 

特集 世論調査方法の再検証 ―「総合調査学」へ向

けて― 

１．面接調査の現状と課題 

２．郵送調査の効用と可能性 

３．インターネット調査の効用と課題 

４．出口調査の方法と課題(以上『行動計量学』35－ 

1掲載) 

５．電話(RDD)調査におけるオペレーター･バイアス 

６．電話(RDD)調査におけるサンプリング･フレーム 

比較 

７．インターネット調査におけるスケール選択肢の 

表示方法と回答結果〈以上35-2掲載予定〉 

このうち、第１～第４論文は、面接、郵送、インター

ネット、出口の４つの調査方法(モード)について、そ

の特性を比較検証しており、概論編に相当する。第５

～第７論文は、電話(RDD)調査とインターネット調査と

を素材として、実査の運用･管理、サンプリング手法、

調査票設計などの実践的課題について検証している。

方法論編に相当する。ミックス・モード(ないしはマル

チ・モード)も視野に入れて、調査方法間の相互補完的

な関係性を検討し、今後有用な調査方法を構築して行

くためには、先ず、それぞれの調査方法の特性を、サ

ンプリングにとどまらず、メジャメントの側面からも

捉える総合的なメソドロジー研究が必要であろうとい

うスタンスから、このようなラインナップを構成した。 

なお、論文の執筆に当たっては、以下の２点を基本方

針とした。①原則として自前のデータ、すなわち、自

らが設計・企画し実施した調査のデータを用いること。

②比較検証の根拠となる資料やデータを添付し、世論

調査研究に寄与する基礎資料を提供すること。 

 

栄養アセスメントプロセス研究会 

2007年度活動報告 
本研究グループは、管理栄養士が行う生活習慣改善

を中心とした栄養教育で用いる栄養アセスメントに行

動計量学的視点を加える検討を行っている。栄養アセ

スメントとは、対象者の栄養状態を把握し、食生活・

栄養改善のための目標設定や実践結果を評価するため

に用いる重要なプロセスである。本研究では従来、一

般的に行われている栄養アセスメント項目である食事

摂取量や臨床検査値の把握に加えて、対象者の意識・

行動変容を把握し、その変容過程を明確にした評価を

可能にする栄養アセスメントのプロセスを標準化した

いと考えている。また、対象者は意識・行動の差異に

より、4つのタイプに分類することが可能であるという

ことを一昨年の行動計量学会で発表したが、タイプ別

の教育介入方法や優先的な設定目標等の検討も行って

いる。 

今年度の活動としては、これまで 4 回の検討会を開

催した。まず、前回発表分では対象者数が93名と多く

はなかったことより、解析結果を安定したものにする

ため、平成20年秋までに、あと100名の情報を収集す

ることを目標に、意識・行動変容を把握するための項

目を見直した。93名の解析結果で、「病気等に対する認

識」、「食生活の知識」、「生活改善に対する態度」、「生

活行動」、「環境要因」および「食事内容」に関連する

21項目中、どのタイプにも差異が見られなかった項目、

回答しづらかった項目を除く12項目に絞り込み、現在、

データの蓄積を開始したところである。 

次に、分類したタイプ別に、実務上の経験から得ら

れている、それぞれのタイプ別の特徴を検討した。そ

れぞれのタイプごとにKJ法により、特徴的な意識や態

度、行動パターン等を出し合い、整理した。さらに、

この検討を用いて、タイプ別の介入する際の留意点や

優先的改善項目、到達容易な項目と困難な項目の整理

を検討中である。今後、これらの検討は当研究会メン

バーが実施している診療所での栄養教育および平成20

年度から行われる特定保健指導のプログラムに取り入

れ、それぞれの行動変容の評価を集積し、タイプ別の

達成度の相違、実務上の手順や問題点等を整理してい

く予定である。 

 

東北行動計量学研究会 2007年度活動報告 
 東北行動計量学研究会では、2007 年度、特別に大き

な行事（シンポジウムなど）を開催することができな

かった。しかし、日常的な活動としては、会員が受け

ている科学研究費補助金などからの助成を基盤として、

学術資源学研究会や東北大学教育文化研究会など、各

種の研究会での共同研究活動を行ってきた。 

 原 純輔（東北大学）を中心にした学術資源学研究会

では、昨年度に引き続き、世界的規模での社会調査・

官庁統計の歴史・現状・課題に関する基礎的研究を行

った。特に、社会調査データ（官庁統計データや歴史

的資料なども含む）のアーカイヴ化が進んでいるドイ

ツ連邦共和国の状況に着目し、ケルンにある社会調査

データ・アーカイヴ（GESIS-ZA）とマンハイムにある

社会調査方法論研究所（GESIS-ZUMA）を訪問して、ド

イツの現状と将来展望に関する聴き取り調査を行った。

この聴き取り調査の結果にもとづいて、日本において

社会調査データの共同利用を促進するためにはどのよ

うな条件が必要かに関して、考察・検討を行った。 

また、木村邦博（東北大学）を中心にした東北大学教

育文化研究会では、仙台市と近隣の市にある12の高等

学校の2年次在学生とその保護者を対象にして、「教育

と社会に対する高校生の意識」第6次調査を2007年9
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月から12月にかけて実施した。これは、1987年1月に

実施した第1次調査以降の蓄積を踏まえ、約19年の間

に高校生・保護者の意識にどのような変化があったか

をとらえるとともに、親子間の意識の関連や、学校教

育にかかわる現代的な問題（たとえば学習意識、規範

意識、職業意識の動向など）についても分析ができる

ように企画したものである。「社会調査をめぐる環境の

悪化」が指摘される中で、自記式配票調査ながら、高

校生79%, 父親60%, 母親75%という回収率を達成する

ことができた。この調査の公式的な報告書は、2009 年

3月に刊行する予定である。 

 

岡山地域部会 2007年度活動報告 
 代表 飯塚誠也 

 本部会は、岡山県およびその近隣地域の行動計量学

に関する研究と研究者間の人的交流を積極的に行うべ

く、2002 年度から2005 年度にかけて、日本行動計量

学会から活動経費の助成を受けた行動計量学岡山地域

部会の継続である。第2期の2年目であり、全体とし

ては 6 年目である本年度も、次に報告するように計 4

回の研究会（第23 回～第26 回）を開催した。研究会

は、すべて岡山統計研究会との共催とし、第 23,26 回

研究会は、岡山理科大学総合情報学部社会情報学科地

域分析研究会との共催とした。また第26回研究会は第

91 回行動計量シンポジウムとして開催し、同志社大学

日本行動計量学会・大会実行委員会の後援をいただい

た。 

 第23回（2007年6月2日（土））は、黒田正博先生

（岡山理科大学）と森裕一先生（岡山理科大学）にコ

ーディネートしていただき、橋口博樹先生（埼玉大学）

を招き、「情報検索と統計学」のテーマで2件講演いた

だいた。第24回（2007年11月21日（土））はZenaida 

F. Mateo 先生（Manitoba 大）を招き、「海外における

統計教育」に関する講演をいただいた。第25回（2008

年3月8日（土）、「データの分析手法とその応用」）で

は、若手を育てることを目的に、院生を中心とした学

生セッションを設け、学生 8 名の発表に対して、優秀

賞1名とプレゼン賞1名を表彰した。また、全体レク

チャーとして2件の講演をお願いした。最後の第26回

(2008年3月15日（土），「マイニング-調査・システム・

解析手法-」）は、垂水共之先生(岡山大学)と森裕一先

生(岡山理科大学)と私が世話人となり、第91回行動計

量シンポジウムとして開催した。マイニングをキーワ

ードに、関連する研究者、システム開発、ソフトウェ

アを利用したマイニング、調査のそれぞれの立場から7

人の方からご講演をいただいた。詳細は、

http://mo161.soci.ous.ac.jp/bsj_okayama/91/ な ど

を参照されたい。岡山地域部会の Web ページは、

http://mo161.soci.ous.ac.jp/bsj_okayama/ で、研究

会の予定などを公開している。 

代表連絡先:〒700-8530 岡山市津島中3-1-1 

岡山大学 大学院環境学研究科 TEL: 086-251-8831 

E-mail: iizuka@ems.okayama-u.ac.jp 

 

第89回行動計量シンポジウム開催報告 

テーマ：「複雑系データの解析」 
            担当運営委員 前田 忠彦 

日時：2007年12月1日（土）13:00～17:00 

場所：統計数理研究所講堂 

 第89回行動計量シンポジウムが下記の要領で開催さ

れました。当日は22名（会員５名）の参加があり、少

人数ながら熱心な議論が展開されました。 

 なお、各報告の概要については別途和文誌に開催報

告が掲載される予定です。 

司会・オーガナイザー：丸山久美子（聖学院大学人間

福祉学部） 

シンポジスト： 

  複雑ネットワーク科学の現状と課題 

 白山晋（東京大学人工物研究センター） 

  データ同化：複雑システム理解の新しい道具 

  中村和幸（統計数理研究所） 

  複雑なデータを科学する：アブダクション的推論の

基盤としての最節約原理 

  三中信宏（農業環境技術研究所・東京大学生命科

学研究科） 

  ネットワーク分析の応用（1） 

  天野徹（明星大学人文科学部） 

  ネットワーク分析の応用（2） 

  水嶌友昭（インターネット総合研究所） 

指定討論者： 

  樋口知之（統計数理研究所）・岡部靖憲（明治大学

理工学部） 
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第90回行動計量シンポジウム開催報告 
テーマ：:計量心理モデルの数理統計学的吟味 
日  時:2008年3月8日(土)13:00から  

場  所:東京大学教養学部数理科学研究棟地下一階大

講義室  

  Junker教授は、テスト得点に関するパラメトリック

モデル（IRTモデル）に対するベイズ的アプローチにつ

いて、スタンダードになるようなレヴューや論文を書

いた人です。今回は、IRTにおけるベイズ的アプローチ

の整理、及び、将来の展望について概説されました。

そのあと、計量心理モデルに関する数理統計的検討の

先端的研究をしている若手研究者4人に自ら現在行っ

ている研究について、熱のこもった研究発表がありま

した。 

参加者はあまり多くはありませんでしたが、質が高

く、熱心な討論が行われました。しかも、Native 

Japanese SpeakerではないBrian Junkerのために、質

疑応答を含め、発表は全て英語で行ないました。また、

それにこたえてJunkerさんも全ての発表に意見を言っ

てくれました。以下に当日の発表の要約を記します。 

 

Bayesian Item Response Theory 

Brian W Junker 

 Item response theory (IRT) is arguably the most 

successful modern psychometric model.  It is 

incorporated in many large scale standardized 

testing programs either as a scoring method, as a 

quality control/scaling tool during test 

development, as an equating or CAT tool, etc., etc.  

It has seen more limited but still successful use 

in smaller scale settings.  Since at least the 

publication of Lord & Novick's text with the famous 

section on IRT by Birnbaum 40 years ago, our 

understanding of IRT models, and our ability to 

apply them in practical testing situations, has been 

increasingly enhanced by the recognition of the 

mathematical similarities between IRT (and latent 

variable models generally) and Bayesian statistics.  

Today, new, novel applications and modifications of 

IRT depend critically on an understanding Bayesian 

model specification and Bayesian computation, 

applied in the IRT framework.  Yet, there is also 

evidence that application problems are becoming so 

large that a Bayesian approach may soon no longer 

be feasible.  What will replace Bayesian 

computation for IRT and relate models in 

psychometrics? 

 In this talk I will review the history and present 

of applied Bayesian statistics in IRT modeling, and 

speculate on some of the directions that computation 

for IRT modeling may be heading.  I will illustrate 

with some of my own work, and indicate some of the 

very significant contributions of others to this 

important area. 

 

Elimination of factor indeterminacy in time series 

factor analysis 

Keiji Takai and Yutaka Kano (Osaka University) 

系列因子分析における因子不確定性の消滅について

発表する。時系列因子分析のモデルでは、従来の因子

分析と同様に因子の不確定性が存在する。パラメタが

既知の場合と推定される場合に、この不確定性が消滅

する定理を示す。 

 

Interval estimation based on normalizing 

transformation --- Unmonotonizing vs monotonizing 

Yukihiro Konya, Yasutaka Shimizu and Yutaka Kano 

(Osaka University) 

 In interval estimations, when a Studentized 

statistic follows asymptotically the standard 

normal distribution, approximations of the 

distribution of the statistic to the standard normal 

is available. However, these intervals based on this 

normal approximation could have large coverage 

error. Although we can use normalizing 

transformations for decreasing coverage error of 

intervals, there is a problem in interval estimation 

by these transformation. We discuss solutions to 

this problem.  

 

A Bayesian approach towards multidimensional 

scaling 

Kensuke Okada and Kazuo Shigemasu (The University 

of Tokyo) 

ベイズ推定による多次元尺度構成法は、(1)ストレス

(二乗誤差)を小さくできる (2)標準誤差を得られる 

(3)モデル選択に基づく次元数選択が可能になる、など

よい性質が多いことが知られている。本研究では、確

認的方法を含めたベイズ多次元尺度構成法の発展的な

研究を報告する。 

 

A Bayesian semiparametric item response models with 

Dirichlet process priors 

Kei Miyazaki, Takahiiro Hoshino and Kazuo Shigemasu 

(The University of Tokyo) 

本研究ではディリクレ過程混合モデルを仮定したセ

ミパラメトリックな項目反応理論 モデルを提案する。

本手法は単調非減少な任意の項目特性曲線を表現でき、

また一般的な推定法に必要な混合要素数の仮定が不要

な、セミパラメトリック推定が可能となる。 
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第91回行動計量シンポジウム開催報告 

「マイニング ---調査・システム・解析手法---」 
岡山大学 飯塚誠也 

マイニングをキーワードに、下の講演タイトルの通

り、これに関連する研究者、システム開発、ソフトウ

ェアを利用したマイニング、調査のそれぞれの立場か

ら報告いただき、現状や課題を議論するため2008年3

月 15 日（土）に、岡山理科大学第十学舎で第91 回行

動計量シンポジウムを開催いたしました。本シンポジ

ウムは、2002 年度から日本行動計量学会の地域部会と

して活動している「行動計量学岡山地域部会」が企画

し、同志社大学日本行動計量学会・大会実行委員会の

後援をいただき、岡山理科大学地域分析研究会と岡山

統計研究会との共催で行いました。 岡山を中心として

日本各地から計40名弱の参加がありました。各講演に

対して議論も活発に行われ、総合討論の時間を調整し

ての有意義なシンポジウムとなりました。 

講演者とタイトル 

南 弘征 （北海道大学） 

「Webにおける確率モデルについて」 

小林郁典（徳島文理大学） 

「データマイニングシステムの開発事例」 

舟尾暢男（武田薬品工業（株）） 

「R によるグラフ作成とデータマイニング」 

石田基広（徳島大学） 

「テキストマイニングの諸相とフリーソフトの活用」 

牧山文彦（データキューブ) 

「医療データマイニングと疾病管理」 

田中 潔（岡山商科大学） 

「商圏・行動圏の把握と変化～岡山県民生活行動圏調

査より～」 

藤野友和（福岡女子大学） 

「岡山行動圏調査分析システムについて」 

 
2008年度統計関連学会連合大会のプログラム 

企画について（第二報） 
プログラム委員会委員長  清水邦夫 (慶應義塾大学) 

開催日程：2008年9月7日(日)～10日(水)(7日はチュ

ートリアルと市民講演会のみ) 

開催場所：慶應義塾大学矢上キャンパス 

http://www.st.keio.ac.jp/index-jp.html 

詳細: 連合大会のWebページ 

http://www.jfssa.jp/taikai/ に掲示。  

1. 講演の申込み 

 申し込み期間は2008年5月12日(月)9:00から6月

3日(火)17:00まで。  

 

2. 講演報告集用原稿の提出 

 原稿提出期間は6月16日(月)9:00から7月7日(月) 

17:00まで。 

3. 企画セッションのご案内 

 現時点において、以下の企画セッションが設けられ

ています: センサス統計と統計レジスター、統計科学

とマーケティング、政府統計データの二次利用の課題、

初等中等及び高等教育における統計教育の現状と展望、

計算機とWeb・統計環境、線形代数に基づく行動計量学

研究の展開、医薬品の有効性・安全性評価のためのカ

ウントデータの統計解析、統計メタウェアの開発、統

計科学とゲノム科学の共進化、日本計量生物学会奨励

賞受賞者講演、日本統計学会各賞受賞者講演、応用統

計学会学会賞受賞者講演。 

 

4. チュートリアルセッションのご案内 

日時：2008年9月7日(日)13:00-18:00(12:30より受

付開始) 

13:00-15:00 メタアナリシスの方法と実践[手良向 

聡(京都大学)]  

15:30-18:00 構造方程式モデリング－3次までの積率

構造の理論と応用－[豊田秀樹・岩間徳兼・竹下恵・久

保沙織(早稲田大学)] 

なお、講演時間について多少の変更があり得ますこと

をご了解下さい。 

 

5. 市民講演会のご案内 

日時：2008年9月7日(日)13:30-17:00 

テーマ：「情報社会と統計教育～私たちの暮らしを支え

る身近な統計～」 

・私たちの暮らしと統計－統計は国民の共有財産－  

[川崎茂(総務省統計局長)] 

・指導要領改訂で重要視された統計活用力－理数系科

目に関する今回の改訂の考え方－ 

[長尾篤(文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調

査官)] 

・統計家が考える数理リテラシー－「豊かに生きるた

めの智」プロジェクトでの議論より－ 

[吉村功(東京理科大学教授)] 

上記の講演会に加えて、展示・体験ブース等の開設を

予定しています。 

 

会員の図書 
朝野熙彦編著 Ｒによるマーケティング・シミュレーシ

ョン, 同友館,2008 

村井潤一郎,柏木惠子著 ウォームアップ心理統計 

東大出版会, 2008 

岡太彬訓著 データ分析のための線形代数, 

共立出版,2008 

池田央著 テストの科学 試験にかかわるすべての人に

(オンデマンド版),(株)教育測定研究所,2007 
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関連学会等カレンダー 
＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

☆経営情報学会2008年度春季全国研究発表大会 
会 期：2008年6月7日(土)・8日(日) 

会 場：関東学院大学(金沢八景キャンパス) 

大会テーマ：『ITと地域共存』 

URL：http://www.jasmin.jp/activity/ 

zenkoku_taikai/2008_spring/index.html 
URL:http://www.orsj.or.jp/nc2008f/  
 
☆経営情報学会2008年度春季全国研究発表大会 
会  期:2008年6月7日(土)・8日(日) 

会  場:関東学院大学金沢八景キャンパス 

大会テーマ:『ITと地域共存』 

URL：

http://www.jasmin.jp/activity/zenkoku_taikai/200

8_spring/index.html 

 

☆日本グループ・ダイナミックス学会第55回大

会 
会  期:2008年6月14日(土)・15日(日) 

会  場:広島大学大学院総合科学研究科(東広島キャン

パス) 

照会先:日本グループ・ダイナミックス学会第55回大

会委員会 〒739-8521 東広島市鏡山一丁目7番1号 

広島大学大学院総合科学研究科行動科学講座社会心理

学研究室 TEL･FAX:082-424-6572 

E-mail: gr55@hiroshima-u.ac.jp 

URL: http://home.hiroshima-u.ac.jp/gr55/ 

 

☆日本マーケティング・サイエンス学会第83回

研究大会 
会  期:2008年6月21日(土)・22日(日) 

会  場:大阪府立大学 

 

☆第81回日本産業衛生学会 
会  期:2008年6月24日(火)～27日(金) 

会  場:札幌コンベンションセンター 

照会先:事務局 北海道大学大学院医学研究科予防医学

教室公衆衛生学分野 

〒060-8638 札幌市北区北15条西7丁目 

TEL:011-706-5068 FAX:011-706-7805  

 

☆第36回 消費者行動研究コンファレンス 
会  期: 2008年6月28日(土)・29日(日) 

会  場: 株式会社アサツー ディ・ケイ（東京都中央区） 

統一論題：「ニューロ・マーケティング－消費者行動研

究と神経科学の接点を探る－(仮題)」 

 

☆第34回日本看護研究学会学術集会 
会  期:2008年8月19日(火)～21日(木) 

会  場:神戸ポートピアホール,神戸国際会議場 

照会先: http://www.secretariat.ne.jp/jsnr34/ 

 

☆日本テスト学会第６回大会 
会  期:2008年8月28日(木)・29日(金) 

会  場:成蹊大学(東京都武蔵野市吉祥寺北町 3-3-1) 

照会先:http://www.seikeistat.jp/test2008/ 

 

☆第46回数理社会学会大会 
会  期:2008年8月30日(土)・31日(日) 

会  場:芝浦工業大学・豊洲キャンパス 

照会先:数理社会学会研究事務局 

数理社会学会研究理事 都築 一治 

〒301-8555 茨城県龍ヶ崎市平畑120 

流通経済大学・社会学部 

TEL:0297-64-0001 FAX:0297-64-0011 

E-mail:jams.research@gmail.com 

URL:http://www.rku.ac.jp/~tsuzuki/jams.htm 

 

☆日本知能情報ファジィ学会シンポジウム 
「第24回ファジィシステムシンポジウム」 

 ～ひとつのファジィ、いくつもの夢～ 

会  期:2008年9月3日(水)～5日(金) 

会  場:阪南大学（大阪府松原市） 

 

☆日本認知科学会 第25回大会 
会  期:2008年9月5日(金)～7日(日) 

会  場:同志社大学：京田辺校地 

照会先:URL 

http://www.jcss.gr.jp/meetings/JCSS2008/  

 

☆家族社会学会 第18回大会 
会  期:2008年9月6日(土)・7日(日) 

会  場:大正大学巣鴨校舎 

照会先:日本家族社会学会 

URL:http://www.wdc-jp.com/jsfs/ 

 

☆日本オペレーションズ・リサーチ学会2008年

秋季研究発表会  
会  期:2008年 9月10日(水)・11日(木) 

会  場:札幌コンベンションセンター(地下鉄東西線東

札幌駅下車徒歩約8分)  

特別テーマ:「観光とOR」 

URL:http://www.orsj.or.jp/nc2008f/  
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☆日本心理学会第72回大会 
会  期:2008年9月19日(金)～21日(日) 

会  場:北海道大学高等教育機能開発総合センター(札

幌市北区北1７条西8丁目) 

照会先:日本心理学会第72回大会準備委員会 

〒060-0810 札幌市北区北10条西7丁目 

北海道大学大学院文学研究科心理システム科学講座内 

E-mail:jpa2008@psych.let.hokudai.ac.jp 

TEL&FAX：011-716-2121 

URL http://www.wdc-jp.biz/jpa/conf2008/ 

 

学会誌論文投稿先 
 学会大会で発表された研究などを、できるだけ論文

として投稿してください。お待ちしております。 
和文誌「行動計量学」 
〒206-0022 東京都多摩市聖ヶ丘4-1-1 

多摩大学経営情報学部 今泉 忠 

E-mail: imaizumi@tama.ac.jp  

欧文誌:｢Behaviormetrika｣ 
〒153-8501 東京都目黒区駒場2-19-23 

独立行政法人大学入試センター研究開発部 大津 起夫 

E-mail: otsu@rd.dnc.ac.jp  

 

日本行動計量学会会員数 
                   (2008年5月1日現在) 

正会員            893名 

準会員                   77名 

名誉会員                  7名 

シニア会員                3名 

寄贈会員                 13名(団体) 

賛助会員                 23社 

 

入会手続き 
 学会では新入会員を広く募っています。詳しくは、

下記までお問い合わせください。 

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場4-4-19 

(株)国際文献印刷社内 

日本行動計量学会係(担当：高田) 

bsj-post@bunken.co.jp 

TEL:03-5389-6209  FAX:03-3368-2822 

 

日本行動計量学会Webページ 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html 

 

「会員向けメーリングリスト」への登録のお誘い  
会員向けメーリングリストへの登録をお願い申しあ

げます。ＭＬへの登録（削除も）はご自身で行ってい

ただきますが、簡単です。「会員向けメーリングリス

ト：登録・サービスの詳細」のページ 

  http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/member/ml.html 

に接続して、そこの指示にしたがって行ってください。

なお、会員であることを確認するために会員番号が必

要ですので、学会からの送付物の宛名シールなどを用

意して、作業をしてください。よろしくお願いします。 

 

会員専用ページの開始 
 2007年9月10日(月) から、学会Webページの「会

員のみなさまへ」の会報、会員向けメーリングリスト

の2つのページが会員専用となっています。これらの

ページにアクセスする際には、以下のユーザー名とパ

スワードの入力が必要となります。 

 ユーザー名：bsj   パスワード：1973 

 

編集後記 

 本学会も創立から35年が経過しました。これは会員

の皆様のご努力の賜物であることは言うまでもありま

せん。学会としても35周年を記念した、行動計量シリ

ーズの出版と学会史をまとめた資料集の発行を計画し

ております。今回、これらの事業を担当しておられる

学会史編纂委員会の委員長である柳井晴夫先生に巻頭

言をお願いしました。行動計量学を多くの人に知って

もらうためには、学会大会や合宿セミナーだけでなく、

書店の専門書の棚に関連する書籍が並んでいることの

影響が大きいことは明らかです。以前のシリーズも興

味深い内容でしたが、今回のシリーズはそれに増して

期待が持てます。 

 会報の記事にもありますが、第36回大会が9月2～5

日に成蹊大学で岩崎実行委員長により開催されます。

演題申し込みは、この会報が皆様のお手元に届いてか

らでも間に合います。皆様ふるってご参加下さい。 

広報委員会では、会員の方が出版された本や、会員

に関係があると思われる、シンポジウム、セミナーな

どの情報を含め、会員の皆様から原稿を募集しており

ます。なお、編集の都合上、発行月(3,6,9,12)の前々

月の末日まで(次号118号の場合には7月末日)にお寄

せいただければ、直近号に掲載することが可能です。

それ以降に届いたものにつきましては、内容を判断し

た上で、次号に回させていただきますのでよろしくお

願い申しあげます。 

 

会報原稿送付先 

〒470-8565 愛知県豊田市白山町七曲12-33 

日本赤十字豊田看護大学 

西川浩昭 nishikawa@rctoyota.ac.jp 

TEL: 0565-36-5111  FAX: 0565-37-8558 

題字：林知己夫 
広報委員長：森裕一 
会報作成担当：西川浩昭・菅野剛・田中ゆかり・生田

目崇・西山悦子・広田すみれ・行廣隆次・前田忠彦 


